
1． 平成２５年度宮城県農林水産行政の概要

平成２５年度　宮城県農林水産行政の重点方針

平成２５年度　宮城県農林水産行政の重点項目

Ⅰ　魅力ある農業・農村の再興

○早期営農再開に向けた生産基盤の整備と経営支援 ○活力ある農業・農村の復興

○収益性の高い農業経営の実現

Ⅱ　活力ある林業の再生

○海岸防災林等の早期復旧及び県土の保全 ○競争力ある林業への転換と新しい森林づくり

Ⅲ　新たな水産業の創造

○水産業の早期再開に向けた取組 ○競争力と魅力ある水産業の形成

○水産業集積地域，漁業拠点の集約再編 ○安全・安心な生産・供給体制の整備

○新しい経営形態の導入

Ⅳ　一次産業を牽引する食産業の振興

○食品製造関連施設の早期復旧及び事業再開支援 ○食材王国みやぎの再構築

○情報発信強化による販路の拡大

Ⅴ　福島第一原子力発電所事故による影響への対応

○検査態勢の充実強化 ○風評の払拭

○農林業系廃棄物の処理推進と影響軽減対策の実
施

○木質バイオマス資源の利用拡大

○競争力ある農業への転換と持続的発展に
向けた取組の推進

○県産木材の安定供給確保と被災者の住宅再建・
木造施設建築等への支援

 本県の農林水産業は，取り巻く環境が激しさを増す中，東日本大震災により，沿岸部を中心に甚大な被害を受け

ました。震災からの復旧はもとより，これまで以上に競争力を強化していく必要があります。 

 このため県では，冬季用電力福島第一原子力発電所事故による影響への対応として，安全・安心な農林水産物

を供給する体制を整備するとともに，風評の払拭に努めます。 

農林水産業の現状と課題 
○農林水産物価格の低迷 

○担い手の減少と高齢化 

○農山漁村の過疎化・活力低下 

○環太平洋経済連携協定（ＴＰＰ）などの動向 

○安全で安心できる農林水産物の需要の高まり 

○農山漁村の６次産業化 

震災による被害 
○被災による担い手の減少 

○沿岸部の広範囲な地盤沈下 

○水産業の生産基盤の壊滅的な被害 

○がれきの海中への流出及び漁場の被害 

○津波等の影響による農地等の生産力低下 

○農業用施設や機械の被災 

○海岸防災林の甚大な被害 

○放射性部室の影響による生産物の出荷制限 

  や風評被害 

＋ 

 県政運営の基本方針である「宮城の将来ビジョン」の実現に向けて，各分野の基本計画に基づいて施策を展開し 

ます。 

 また，震災からの復興に向けて，平成２３年度に策定した宮城県震災復興計画及び分野別復興計画に基づいて， 

復旧・復興に取り組みます。 

－1－


	
	スライド番号 1


